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て
進
ん
で
ゆ
こ
う
と
い
う
動
き
も
進
み

つ
つ
あ
り
ま
す
。
事
態
を
少
し
で
も
好

転
さ
せ
、
あ
る
い
は
病
災
害
や
環
境
問

題
に
も
あ
ま
り
影
響
さ
れ
な
い
持
続
型

（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
， Sustainable

）
社

会
を
目
指
し
て
、
災
い
転
じ
て
福
と
な

る
よ
う
、
み
ん
な
が
協
力
し
て
進
ん
で

行
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

京
都
大
学
で
は
、
昨
年
三
月
に
予
定

さ
れ
て
い
た
大
学
院
学
位
授
与
式
・
卒

業
式
と
四
月
の
入
学
式
の
中
止
が
3
月

10
日
に
決
定
さ
れ
、
ほ
ぼ
同
時
に
令
和

2
年
度
の
学
部
・
大
学
院
授
業
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
の
検
討
が
進
み
ま
し
た
。
社

会
全
体
で
は
4
月
7
日
に
東
京
・
大
阪

を
含
む
7
都
府
県
へ
の
緊
急
事
態
宣

言
、
4
月
16
日
の
全
国
へ
の
緊
急
事
態

宣
言
拡
大
を
受
け
、
令
和
2
年
度
は
慌

た
だ
し
く
進
み
ま
し
た
。
最
近
は
、
若

干
こ
の
状
況
に
対
す
る
慣
れ
か
ら
緩
み

も
見
ら
れ
る
よ
う
で
懸
念
さ
れ
ま
す

洛
友
会
の
皆
様
、
新
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
良
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
、
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
春
先
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
日
常
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
世
の
中

で
は
外
出
自
粛
や
非
常
事
態
宣
言
な

ど
、
昨
年
初
め
に
は
予
想
も
つ
か
な

か
っ
た
状
況
の
中
で
、
企
業
で
も
大
学

で
も
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
テ
レ

ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
・
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
が
日
常
と
な
り
ま
し
た
。
生

活
の
不
便
や
教
育
・
経
済
活
動
の
問
題

な
ど
、
困
っ
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
発
生

し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
と
と
も
に
、

あ
る
い
は
コ
ロ
ナ
後
（
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
）

に
対
応
す
る
新
た
な
状
態
・
新
た
な
常

識
と
し
て
の
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
（
新

常
態
）」
な
る
言
葉
も
よ
く
見
か
け
る

よ
う
に
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

が
、
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
オ

ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
交
流
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

洛
友
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
広
が
り
を
受
け
て
、
昨
年
三
月
末

に
、
本
部
役
員
と
各
支
部
に
向
け
、「
支

部
総
会
等
イ
ベ
ン
ト
自
粛
に
つ
い
て
」

の
お
願
い
を
発
出
し
、
こ
の
時
点
で
は

前
期
（
夏
頃
ま
で
）
の
総
会
・
支
部
総

会
等
の
原
則
自
粛
の
お
願
い
を
行
い
、

例
年
は
五
六
月
に
開
催
さ
れ
る
本
部
総

会
・
支
部
総
会
も
延
期
や
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
年
の
後
半
に

な
っ
て
も
状
況
は
好
転
せ
ず
、
開
催
が

延
期
と
な
っ
て
い
た
本
部
総
会
を
12
月

27
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
例
年
11
月
に
開
催
す
る
「
電
気
系

懇
話
会
」
も
本
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
Z
o
o
m
で
の

講
演
会
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
日
ご
ろ
京
都
大
学
で
の
リ
ア

ル
開
催
に
は
参
加
し
に
く
い
遠
方
の

方
々
が
画
面
上
で
顔
を
合
わ
せ
る
な
ど
、

良
い
面
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
も

収
ま
る
気
配
が
な
く
、
非
常
事
態
宣
言

が
再
度
出
さ
れ
る
状
況
で
す
が
、
少
し

で
も
早
く
明
る
さ
が
見
え
る
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

以
下
に
、
昨
年
末
に
開
催
し
ま
し
た

本
部
総
会
の
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
本
部
総
会
報
告
：
文
責
・
和
田
修
己

（
洛
友
会
事
務
局
長
））

洛
友
会
会
長
の
交
代
に
つ
い
て

長
尾
真
先
生
に
は
、
長
年
に
わ
た
り

洛
友
会
会
長
を
お
勤
め
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
が
、
２
０
２
０
年
1
月
に
長

尾
先
生
よ
り
「
次
期
総
会
に
て
会
長
を

退
任
し
た
い
」
と
の
お
申
し
出
が
あ
り
、

幹
事
会
・
役
員
会
で
検
討
い
た
し
ま
し

た
。
事
務
局
の
不
手
際
で
、
総
会
開
催

が
遅
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
12

月
27
日（
日
）に
オ
ン
ラ
イ
ン（
Z
o
o
m
）

開
催
し
た
総
会
に
て
、
後
任
会
長
と
し

て
元
・
京
都
大
学
総
長
・
松
本
紘
先
生

（
昭
40
）
を
推
薦
し
、
審
議
の
結
果
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
本
年
度
は

役
員
改
選
の
年
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

会
長
ご
交
代
に
伴
い
、
顧
問
お
よ
び
幹

事
長
・
幹
事
も
、
以
下
に
ご
報
告
の
と

お
り
交
代
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

長
尾
先
生
に
は
、
長
年
に
わ
た
り
洛

友
会
活
性
化
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
京
都
大
学
電
気
系
教
室
の
教
育
・

学
生
お
よ
び
卒
業
修
了
生
へ
の
支
援
に

ご
理
解
を
賜
り
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
。
今
後
と
も
ご
健
勝
ご
活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。
松
本
先
生
に
は
、

新
会
長
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
を

迎
え
、
洛
友
会
の
新
た
な
一
歩
と
し
て
、

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、

松
本
先
生
に
は
次
号
の
洛
友
会
会
報
に

て
ご
挨
拶
を
い
た
だ
く
予
定
と
し
て
お

り
ま
す
。
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て
、
海
外
ト
ッ
プ
大
学
や
民
間
企
業
等

の
外
部
機
関
と
組
織
的
な
連
携
を
図

り
、
世
界
最
高
水
準
の
教
育
・
研
究
力

を
結
集
し
た
5
年
一
貫
の
博
士
課
程
学

位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

https://w
w
w
.m
ext.go.jp/

a_m
enu/koutou/kaikaku/

ま
た
、
京
都
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
最

近
の
状
況
で
は
２
０
２
０
年
4
月
に
開

館
し
た
桂
図
書
館
に
つ
い
て
も
紹
介
さ

れ
、
電
気
系
教
室
の
組
織
の
変
更
や
学

生
の
就
職
状
況
、
教
員
の
受
賞
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
総
会
の
最
後
に
は
、
画
面

上
で
の
懐
か
し
い
お
顔
の
間
で
の
ご
挨
拶

な
ど
も
あ
り
、コ
ロ
ナ
収
束
を
祈
り
つ
つ
、

無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
総
会
審
議
の

結
果
、
新
規
の
推
薦
会
員
と
令
和
2
年
度

役
員
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

推
薦
会
員

（
令
和
2
年
12
月
27
日
承
認
）

・
栗
田　

令　

准
教
授

　
　
　

生
存
圏
研
究
所

 

（
東
北
大　

平
26
年
博
）

・
川
山　

巌　

准
教
授

　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
応
用
科
学
専
攻

 

（
大
阪
大　

平
12
年
博
）

・
篠
北　

啓
介　

助
教

　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
理
工
学
研
究
所

 

（
京
大
理
学　

平
25
年
博
）

役
員
の
変
更
（
令
和
2
年
度
）

顧　

問　

昭
30　

木
村　

磐
根
（
逝
）

ン
プ
の
様
子
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
報
告
で
は
、（
1
）
京
都
大
学
創

立
１
２
５
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
ご
紹

介
と
ご
協
力
の
お
願
い
、（
2
）
洛
友
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【
資
料
庫
】
の
ご
紹
介
と

し
て
「
京
都
大
学
電
気
系
教
室
の
歴
史
・

資
料
」と
し
て
、以
前
か
ら
ご
要
望
が
あ
っ

た
「
電
気
系
教
室
の
歴
史
や
研
究
室
の
変

遷
」
と
「
洛
友
会
の
歌
」
に
つ
い
て
の

資
料
を
洛
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
る
こ
と
の
ご
紹
介http://w

w
w
.

rakuyukai.org/blog/2020/01/20/　

、

「
京
都
大
学
工
学
系
同
窓
会
連
絡
会
」
の

会
長
に
竹
原
壽
良
氏
（
洛
友
会
・
昭
41
）

に
ご
就
任
い
た
だ
い
た
こ
と
を
報
告
し

ま
し
た
。（﹇
洛
友
会
会
報　

第
２
７
０

号
﹈
令
和
2
年
10
月
15
日
で
既
報
）

引
き
続
き
、
電
気
系
教
室
の
現
況
紹

介
と
し
て
、
和
田
事
務
局
長
と
黒
橋
禎

夫
学
科
長
よ
り
報
告
を
い
た
し
ま
し

た
。
京
都
大
学
電
気
系
で
は
、
平
成
30

年
度
か
ら
文
部
科
学
省
で
開
始
さ
れ
た

卓
越
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、「
先
端

光
・
電
子
デ
バ
イ
ス
創
成
学
（
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
：
工
学
研
究
科
電
子
工
学
専

攻
・
木
本
恒
暢
教
授
）」
が
平
成
30
年

度
に
、「
社
会
を
駆
動
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
学
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：

情
報
学
研
究
科
通
信
情
報
シ
ス
テ
ム
専

攻
・
原
田
博
司
教
授
）」
が
令
和
2
年

度
に
採
択
さ
れ
、
電
気
系
教
室
を
中
心

に
工
学
研
究
科
・
情
報
学
研
究
科
・
理

学
・
農
学
・
医
学
の
各
研
究
科
・
防
災

研
究
所
・
公
共
政
策
大
学
院
が
連
携
し

Z
o
o
m
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
し
て
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
議
事
前
報
告
と
し
て
、

事
務
局
長
よ
り
、（
1
）
木
村
磐
根
先
生
・

堂
下
修
司
先
生
の
ご
逝
去
（
洛
友
会
報

第
２
６
７
号
で
既
報
）、（
2
）「
洛
友
会
・

支
部
総
会
等
イ
ベ
ン
ト
自
粛
」
に
つ
い

て
、（
3
）「
令
和
2
年
度
臨
時
役
員
会
」

（
メ
ー
ル
審
議
：
上
記
の
開
催
方
法
変

更
お
よ
び
役
員
改
選
の
内
容
）
に
つ
き

ご
報
告
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
令
和

元
年
度
事
業
報
告
と
決
算
、
令
和
2
年

度
の
事
業
計
画
と
予
算
案
、
役
員
の
改

選
、
推
薦
会
員
3
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
お
よ
び
予
算
審

議
に
お
い
て
は
、
令
和
元
年
度
よ
り
開

始
さ
れ
た
「
学
年
ク
ラ
ス
会
・
支
部
活

動
費
等
の
補
助
」（
洛
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
、http://w
w
w
.rakuyukai.

org/blog/2019/07/18/
）
に
つ
い
て

再
度
紹
介
し
、
洛
友
会
活
動
の
活
性
化

に
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
旨
お
願
い
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
予
算
審
議
に
お

い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
応
と
し
て
、
新
入
生
の
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
の
環
境
整
備
の
た
め
、
電
気
電
子

工
学
科
と
相
談
の
上
、
令
和
2
年
度
新

入
生
会
費
分
を
「
学
生
会
員
補
助
」
と

し
て
計
上
し
相
殺
す
る
こ
と
を
提
案
し

ご
了
承
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
佐
藤
亨
・
新
幹
事
長
と
和
田

事
務
局
長
よ
り
洛
友
会
本
部
報
告
と
し

て
、
電
気
系
教
室
技
術
情
報
誌
C
u
e
、

電
気
系
教
室
懇
話
会
、
教
室
支
援
事
業
と

し
て
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
サ
マ
ー
キ
ャ

洛
友
会
本
部
役
員
会
・
本
部
総
会

報
告令

和
2
年
度
役
員
会
は
、
12
月
27
日

の
オ
ン
ラ
ン
総
会
に
先
立
ち
、
臨
時
役

員
会
（
メ
ー
ル
審
議
）
を
12
月
2
日
よ

り
下
記
議
題
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

議
事
：

1
．  役
員
会
お
よ
び
総
会
の
開
催
方

法
の
変
更
に
つ
い
て

2
．役
員
改
選
に
つ
い
て

　

2
．1
．会
長
の
交
代

　

2
．2
．そ
の
他
役
員
の
交
代

3
．総
会
審
議
内
容
に
つ
い
て

メ
ー
ル
審
議
の
結
果
、（
1
）
役
員
会
お

よ
び
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
伴
い
実
開
催
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
電

子
的
開
催
（
メ
ー
ル
審
議
お
よ
び
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
）
と
す
る
こ
と
、（
2
）
役

員
改
選
に
つ
い
て
、（
2

－

1
）
長
尾
会

長
の
お
申
し
出
に
従
い
ご
退
任
い
た
だ

き
、
後
任
会
長
と
し
て
松
本
紘
先
生
を

総
会
に
推
薦
す
る
こ
と
、（
2

－

2
）
木

村
磐
根
先
生
の
ご
逝
去
に
よ
り
空
席
と

な
っ
た
顧
問
の
後
任
と
し
て
現
幹
事
長

の
荒
木
光
彦
先
生
、
幹
事
長
の
後
任
と

し
て
前
事
務
局
長
の
佐
藤
亨
先
生
、
以

上
の
原
案
（
幹
事
会
案
）
を
ご
承
認
い

た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
総
会
審
議

事
項
に
つ
き
確
認
承
認
い
た
だ
き
、
総

会
に
提
案
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し
た
令
和
2
年
度

本
部
総
会
に
は
、
年
末
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
71
名
の
参
加
申
し
込
み
を
い
た
だ

き
、
12
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
よ
り

迎　

春

二
〇
二
一
年
一
月
一
日

迎　

春

二
〇
二
一
年
一
月
一
日

http://www.rakuyukai.org/blog/2019/07/18/
http://www.rakuyukai.org/blog/2020/01/20/
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/


公
益
財
団
法
人

京
都
技
術
科
学
セ
ン
タ
ー

 

（
旧
財
団
法
人
近
畿
地
方
発
明
セ
ン
タ
ー
）

理
事
長　

髙
岡　

義
寛

公
益
財
団
法
人

応
用
科
学
研
究
所
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ン
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を
使
用
し
た
S
N
S
情
報
分
析
シ
ス
テ

ム
が
地
震
や
台
風
等
の
災
害
時
に
活
用

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

後
者
は
高
齢
者
向
け
の
対
話
シ
ス
テ
ム

等
へ
の
応
用
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
実
証
実
験
の
様
子
を
撮
影
し

た
ビ
デ
オ
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す

く
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、
多
言
語
音
声
翻
訳
技
術
の
研

究
開
発
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
い
た
。

音
声
認
識
・
機
械
翻
訳
・
音
声
合
成
を
サ
ー

バ
上
で
行
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
翻
訳
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ

オ
を
交
え
な
が
ら
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

音
声
翻
訳
は
30
年
以
上
前
に
基
礎
研
究
が

開
始
さ
れ
、
2
回
の
技
術
的
パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
フ
ト
を
挟
み
、
よ
う
や
く
社
会
展
開
が

実
現
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

次
の
研
究
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
同
時
通
訳
へ

の
発
展
を
検
討
し
て
お
り
、
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
検
証
や
、
デ
ー
タ
集
積
お
よ
び
利
活
用

促
進
の
た
め
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

最
新
の
研
究
開
発
成
果
に
お
け
る
対

話
や
翻
訳
の
品
質
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ

る
と
同
時
に
、
い
ず
れ
の
研
究
開
発
に

お
い
て
も
、
成
果
の
社
会
還
元
に
大
き

な
力
を
注
が
れ
て
い
る
こ
と
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。
ご
講
演
の
最
後
に
は
質
疑

応
答
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
シ
ス
テ
ム

の
技
術
的
な
詳
細
や
、
研
究
開
発
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
規
模
、
社
会
実
装
・
社

会
還
元
を
行
う
た
め
の
工
夫
な
ど
、
幅

広
く
ご
回
答
を
い
た
だ
い
た
。

圏
研
究
所
の
設
立
に
か
か
わ
る
お
話
、

ま
た
現
在
の
理
化
学
研
究
所
で
行
わ
れ

て
い
る
研
究
、
特
にCO

V
ID
-19

に
関
す

る
研
究
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
い
た
だ
い

た
。
ご
講
演
の
最
後
に
は
傾
聴
者
か
ら

松
本
先
生
に
ご
質
問
す
る
機
会
が
設
け

ら
れ
、
ご
講
演
内
容
に
関
し
て
活
発
な

質
疑
応
答
が
時
間
一
杯
ま
で
行
わ
れ
た
。

「
誰
も
が
分
か
り
合
え
る
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
」

内
元　

清
貴 

様

 

（
国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研

究
機
構
・
平
6
年
卒
）

情
報
通
信
研
究
機
構
（
N
I
C
T
）

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

研
究
所
所
長
の
内
元
清
貴
様
に
、
自
然

言
語
処
理
研
究
に
お
け
る
最
新
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

内
元
様
は
電
気
工
学
第
二
学
科
の
ご
出

身
で
あ
り
、
工
学
研
究
科
に
て
修
士
課

程
を
修
了
後
、
郵
政
省
通
信
総
合
研
究

所
（
現
N
I
C
T
）
に
入
所
さ
れ
た
。

ま
た
、
２
０
０
４
年
に
博
士
（
情
報
学
）

を
取
得
さ
れ
た
。

最
初
に
、
大
規
模
自
然
言
語
処
理
技

術
の
研
究
開
発
成
果
と
し
て
、
W
e
b

情
報
の
多
角
的
な
分
析
を
行
う
人
工
知

能
技
術
、
お
よ
び
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
音

声
対
話
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
ご
紹
介
い

た
だ
い
た
。
前
者
は
W
e
b
上
で
一
般

公
開
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
共
通
の
技
術

授
、
内
元
清
貴
氏
（
平
6
年
卒
）、
浅
野

竹
春
氏（
平
3
年
卒
）の
お
三
方
に
よ
り
、

非
常
に
興
味
深
い
ご
講
演
を
頂
い
た
。

ご
講
演
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
電
磁
波
の
活
用

〜
電
気
工
学
か
ら
電
子
工
学
、

 

そ
し
て
情
報
化
時
代
へ
〜
」

松
本　

紘　

名
誉
教
授

京
都
大
学
名
誉
教
授
の
松
本
紘
先
生

に
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
松
本
先
生
は

京
都
大
学
工
学
部
電
子
工
学
科
の
ご
出

身
で
あ
り
、
同
大
学
大
学
院
の
修
士
課

程
を
修
了
後
、
同
大
学
工
学
部
の
助
手

に
就
か
れ
た
。
そ
の
後
、
同
大
学
の
助

教
授
・
教
授
を
経
て
、
京
都
大
学
超
高

層
電
波
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
京
都
大
学

生
存
圏
研
究
所
長
、
京
都
大
学
総
長
な

ど
を
歴
任
さ
れ
、
現
在
は
理
化
学
研
究

所
理
事
長
、
国
際
高
等
研
究
所
所
長
を

務
め
ら
れ
て
い
る
。
ご
講
演
で
は
、
松

本
先
生
の
学
生
時
代
か
ら
今
ま
で
の
振

り
返
り
に
つ
い
て
ま
ず
簡
単
に
ご
紹
介

い
た
だ
い
た
。
続
い
て
電
気
電
子
工
学
、

特
に
電
磁
波
の
歴
史
に
つ
い
て
概
観

し
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
電
磁

気
学
の
組
合
せ
が
今
の
時
代
の
先
端
技

術
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
る
か

を
ご
説
明
い
た
だ
い
た
。
特
に
、
最
先

端
技
術
に
よ
っ
て
未
来
の
社
会
を
形
作

る
上
で
、
洛
友
会
へ
の
大
き
な
期
待
を

お
話
し
い
た
だ
い
た
。
京
都
大
学
生
存

　
　
　
　

昭
41　

荒
木　

光
彦
（
新
）

会　

長　

昭
34　

長
尾　
　

真
（
退
）

　
　
　
　

昭
40　

松
本　
　

紘
（
新
）

副
会
長　

昭
53　

小
野
寺
秀
俊

 

（
現
：
教
室
）

　
　
　
　

昭
52　

得
井　

慶
昌
（
現
）

　
　
　
　

昭
52　

土
井　

義
宏
（
現
）

幹　

事　

昭
41　

荒
木　

光
彦

 

（
退
：
幹
事
長
）

　
　
　
　

昭
51　

佐
藤　
　

亨

 

（
新
：
幹
事
長
）

　
　
　
　

昭
49　

高
岡　

義
寛
（
現
）

　
　
　
　

昭
53　

藤
田　

静
雄
（
現
）

　
　
　
　

昭
54　

守
倉　

正
博
（
現
）

　
　
　
　

昭
56　

和
田　

修
己

 

（
現
：
事
務
局
長
）

　
　
　
　

平
1　

黒
橋　

禎
夫

 

（
新
：
学
科
長
）

　
　
　
　

平
16 

博
佐
藤　

高
史
（
現
）

令
和
2
年
度
電
気
系
教
室

 

懇
話
会
報
告

令
和
2
年
度
電
気
系
懇
話
会
が
教

員
、
学
生
、
卒
業
生
他
約
１
２
０
名
以

上
の
参
加
を
得
て
、
11
月
13
日
（
金
）

に
開
催
さ
れ
た
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
鑑
み
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
は
じ
め
に

司
会
の
黒
橋
禎
夫
学
科
長
が
講
演
会
に

先
立
っ
て
挨
拶
を
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

講
師
を
お
願
い
し
た
、
松
本
紘
名
誉
教

教
室
だ
よ
り

「
ソ
ニ
ー
の
半
導
体
レ
ー
ザ
の

 

現
状
と
今
後
の
展
開
」

浅
野　

竹
春 

氏

 （
ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
・
平
3
年
卒
）

ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
の
浅
野 

竹
春
様
に

ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
浅
野
様
は
京
都

大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
の
ご
出
身
で

迎　

春

二
〇
二
一
年
一
月
一
日
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シ
ョ
ン
ズ
の
特
徴
と
し
て
、
デ
バ
イ
ス

単
品
だ
け
で
は
な
く
、レ
ー
ザ
、イ
メ
ー

ジ
セ
ン
サ
、
ド
ラ
イ
バ
と
ト
ー
タ
ル
で

の
商
品
開
発
が
で
き
る
こ
と
が
大
き
な

強
み
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
講

演
で
は
3
D
セ
ン
シ
ン
グ
を
例
に
お
話

を
さ
れ
た
が
、
こ
の
ト
ー
タ
ル
の
開
発

力
の
強
み
は
他
の
分
野
で
も
同
じ
で
は

な
い
か
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
た
の
が

印
象
的
だ
っ
た
。
最
後
に
今
後
の
展
開

（
3
D
セ
ン
シ
ン
グ
市
場
の
拡
大
、
短

距
離
高
速
通
信
、
波
長
領
域
の
拡
大
）

に
つ
い
て
も
紹
介
い
た
だ
い
た
。
ご
講

演
後
に
は
聴
講
者
か
ら
質
問
す
る
機
会

が
設
け
ら
れ
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
時

間
一
杯
ま
で
行
わ
れ
た
。

講
演
会
終
了
後
、
各
研
究
室
に
分
か

れ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
O
B
会
が
開
催

さ
れ
、
近
況
報
告
や
懐
か
し
い
想
い
出

話
な
ど
で
盛
り
上
が
っ
た
。

J
リ
ー
グ

私
的
ス
タ
ジ
ア
ム
ガ
イ
ド

久
成　

晋
平

（
平
21
年
卒
・
関
西
支
部
）

私
の
30
数
年
の
人
生
の
中
で
最
も
長

く
続
い
て
い
る
趣
味
は
、
サ
ッ
カ
ー
観

戦
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
観
戦
の
醍
醐
味
は

数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
個
人
的
に
は
地

会
員
寄
稿

あ
り
、
同
大
学
大
学
院
の
修
士
課
程
を

修
了
後
、
１
９
９
３
年
に
ソ
ニ
ー
株
式

会
社
に
入
社
さ
れ
た
。
入
社
後
は

Ⅱ

－

Ⅵ
族
（
Z
n
S
e
）、
Ⅲ

－

Ⅴ
族
半

導
体
（
G
a
N
、
A
l
G
a
I
n
P
）
に

よ
る
レ
ー
ザ
の
開
発
に
従
事
さ
れ
、

２
０
１
９
年
か
ら
は
ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン

ダ
ク
タ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

の
ア
ナ
ロ
グ
事
業
部
長
を
務
め
ら
れ
て

い
る
。

講
演
で
は
、
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
の
全

体
構
成
の
紹
介
に
引
き
続
き
、
ソ
ニ
ー

に
お
け
る
半
導
体
レ
ー
ザ
の
開
発
の
歴

史
を
、
事
業
展
開
と
の
関
連
を
踏
ま
え

つ
つ
紹
介
い
た
だ
い
た
。
１
９
８
０
年

代
の
C
D
か
ら
そ
れ
以
降
の
D
V
D
、

B
l
u

－r
a
y
と
ニ
ー
ズ
（
大
容
量

化
）
に
応
じ
て
端
面
出
射
型
レ
ー
ザ

（
E
E
L
）
が
開
発
さ
れ
て
き
た
こ
と

は
、「
ソ
ニ
ー
の
光
デ
ィ
ス
ク
開
発
の

歴
史
そ
の
も
の
だ
っ
た
」
と
の
コ
メ
ン

ト
は
と
て
も
説
得
力
あ
る
コ
メ
ン
ト

だ
っ
た
。
ま
た
最
近
で
は
新
し
い
応
用

を
見
据
え
、
表
面
出
射
型
レ
ー
ザ

（
V
C
S
E
L
）
の
開
発
も
精
力
的
に

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
具
体
的
に
は
、
プ
リ
ン
タ
、
高
速

通
信
、
W
e
a
r
a
b
l
e
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
、
3
D
セ
ン
シ
ン
グ
な
ど
の
応
用
先

が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
特
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
顔
認
証
に
利
用
さ
れ
る
3
D

セ
ン
シ
ン
グ
に
は
今
後
大
き
な
市
場
の

拡
大
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ソ
リ
ュ
ー

◎
退
職
記
念
行
事
の
ご
案
内

令
和
3
年
3
月
31
日
付
け
で
、
藤
田
静
雄
教
授
、
小
野
寺
秀
俊
教
授
が
定
年
退
職
、
守
倉
正
博
教
授
が
退
職
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

左
記
の
通
り
、
最
終
講
義
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

藤
田
静
雄
教
授　

最
終
講
義
の
ご
案
内

日　

時
：
令
和
3
年
3
月
9
日
（
火
）
午
後
3
時
30
分
〜
午
後
5
時
00
分

場　

所
：
Z
o
o
m
に
て
開
催

題　

目
：「
電
子
材
料
の
深
化
：
な
に
を
ど
の
よ
う
に
し
て
つ
く
ろ
う
か
？
」

申
込
フ
ォ
ー
ム
：https://form

s.gle/tht9a4M
A
Q
rBH
6hA
q9

（
短
縮
版
U
R
L
）

連
絡
先
：
金
子　

健
太
郎　

講
師

T
e
l
：
０
７
５

－

３
８
３

－

３
０
３
９

em
ail

：ken-kaneko@
kuee.kyoto-u.ac.jp

※
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
、
対
面
で
は
行
い
ま
せ
ん
。

小
野
寺
秀
俊
教
授　

最
終
講
義
の
ご
案
内
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

日　

時
：
令
和
3
年
3
月
12
日
（
金
）
午
後
3
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
午
後
3
時
よ
り
受
け
付
け
開
始
）

場　

所
（
対
面
）：
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
国
際
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
棟

5
F
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ホ
ー
ル

場　

所
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）：
Z
o
o
m
に
て
配
信

題　

目
：「
I
o
T
時
代
の
集
積
回
路
」

申
込
フ
ォ
ー
ム
：

※
Q
R
コ
ー
ド
を
読
め
な
い
場
合
は
電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
：
塩
見　

準　

助
教

T
e
l
：
０
７
５

－

７
５
３

－

５
３
１
２

em
ail

：taishoku@
vlsi.kuee.kyoto-u.ac.jp

研
究
室
H
P
：http://w

w
w
-lab13.kuee.kyoto-u.ac.jp/

※
最
終
講
義
終
了
後
に
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
対
面
参
加
は
、
京
都
市
内
に
在
住
も
し
く
は
通
学
通
勤
の
方
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
会
場
密
度
を
下
げ
る
た
め
、
先
着
順
で

対
面
参
加
者
を
決
定
い
た
し
ま
す
。

守
倉
正
博
教
授　

最
終
講
義
の
ご
案
内

日　

時
：
令
和
3
年
3
月
8
日
（
月
）
午
後
4
時
00
分
〜
午
後
5
時
45
分

場　

所
：
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス　

電
気
総
合
館
大
講
義
室
（
Z
o
o
m
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
予
定
）

題　

目
：「
衛
星
通
信
か
ら
無
線
L
A
N
ま
で
の
研
究
40
年
」

連
絡
先
：
山
本　

高
至　

准
教
授

T
e
l
：
０
７
５

－

７
５
３

－

５
７
８
９

em
ail

：taishoku@
im
c.cce.i.kyoto-u.ac.jp

研
究
室
H
P
：http://w

w
w
.im
c.cce.i.kyoto-u.ac.jp/

※
参
加
方
法
・
最
新
の
状
況
は
、
研
究
室
H
P
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
遠
隔
の
み
と
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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リ
ー
グ
の
試
合
を
ス
タ
ジ
ア
ム
で
観
戦

し
て
い
る
私
も
、
そ
の
回
数
が
大
幅
に

減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
、
ス
タ
ジ
ア
ム

に
熱
い
歓
声
が
戻
っ
て
く
る
の
は
い
つ

に
な
る
の
か
、
ま
っ
た
く
予
想
が
つ
き

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
各
地
の
ス
タ
ジ

ア
ム
を
訪
れ
る
こ
と
で
新
た
な
「
一
喜

一
憂
」
や
「
一
期
一
会
」
を
積
み
重
ね

ら
れ
る
、
そ
ん
な
日
々
が
再
び
や
っ
て

く
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

四
国
で
の
暮
ら
し

 

〜
釣
り
を
し
て
み
て
〜

植
田　

有
希
子

 

（
平
26
年
卒
・
四
国
支
部
）

早
い
も
の
で
地
元
の
四
国
で
就
職
し

て
6
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
就
職
に
あ

た
っ
て
は
モ
ノ
づ
く
り
を
す
る
の
か
、

地
元
に
戻
る
の
か
、
い
ろ
ん
な
選
択
肢

が
あ
る
中
で
、
様
々
な
こ
と
を
考
え
、

悩
み
ま
し
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
今
も

本
当
に
こ
れ
で
良
か
っ
た
の
か
と
考
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
本

当
に
素
晴
ら
し
い
方
々
と
の
出
会
い
に

恵
ま
れ
て
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

う
し
た
素
晴
ら
し
い
方
々
と
と
も
に
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
や
登
山
、
ス
キ
ュ
ー
バ

ダ
イ
ビ
ン
グ
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

趣
味
に
出
会
え
た
こ
と
も
、
さ
ら
な
る

日
々
の
充
実
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
最
近
、
趣
味
の
一
つ
に

る
ク
ラ
ブ
・
ガ
ン
バ
大
阪
の
本
拠
地
で
す
。

２
０
１
６
年
に
開
場
し
た
こ
の
ス
タ

ジ
ア
ム
は
、
１
４
０
億
円
に
お
よ
ぶ
建

設
費
の
ほ
と
ん
ど
を
、
ス
ポ
ン
サ
ー
企

業
お
よ
び
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
の
寄
付
金

に
よ
り
確
保
し
ま
し
た
。
5
万
円
以
上

寄
付
し
た
法
人
・
個
人
に
つ
い
て
は
、

募
金
者
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
が
掲
出
さ

れ
て
お
り
、
そ
こ
に
私
の
名
前
も
含
ま

れ
て
い
る
の
は
小
さ
な
自
慢
で
す
。

こ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
特
徴
は
、
観
客

席
と
ピ
ッ
チ
と
の
距
離
の
近
さ
に
よ
る

臨
場
感
で
あ
り
、（
贔
屓
目
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
）
他
の
ど
の
ス
タ
ジ

ア
ム
よ
り
も
、
選
手
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の

一
体
感
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
完
成
し
て
か
ら
ま
だ
5

年
ほ
ど
の
新
し
い
ス
タ
ジ
ア
ム
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
仲
間
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と

「
一
喜
一
憂
」
を
数
多
く
積
み
重
ね
る

こ
と
で
、
他
ク
ラ
ブ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
か

ら
も
「
聖
地
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
場

所
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

２
０
２
０
年
は
政
治
・
経
済
・
文
化

等
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
た
一
年
と
な
り

ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
界
に
お
い
て
も
、

J
リ
ー
グ
等
の
各
種
大
会
の
日
程
は
大

幅
に
変
更
と
な
り
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
入

場
人
数
に
も
制
限
が
設
け
ら
れ
る
な

ど
、
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
・
サ
ポ
ー
タ
ー

の
そ
れ
ぞ
れ
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
変
化

へ
の
適
応
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。

例
年
で
あ
れ
ば
年
間
20
試
合
以
上
J

元
愛
を
共
有
す
る
仲
間
と
の
「
一
喜
一

憂
」
の
分
か
ち
合
い
と
、
ホ
ー
ム
＆
ア

ウ
ェ
イ
で
各
地
を
訪
問
し
て
各
ク
ラ
ブ

サ
ポ
ー
タ
ー
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り

生
ま
れ
る
「
一
期
一
会
」
の
出
会
い
を

挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
私
が
訪
れ
た
ス
タ
ジ
ア
ム

か
ら
、「
一
喜
一
憂
」
や
「
一
期
一
会
」

の
思
い
出
が
強
く
、
お
す
す
め
し
た
い

ス
タ
ジ
ア
ム
4
箇
所
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

1
．
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
２
０
０
２

 

（
さ
い
た
ま
市
緑
区
）

J
リ
ー
グ
を
代
表
す
る
人
気
ク
ラ

ブ
・
浦
和
レ
ッ
ズ
の
本
拠
地
で
あ
り
、

日
本
代
表
の
大
一
番
も
数
多
く
開
催
さ

れ
て
き
た
、
サ
ッ
カ
ー
専
用
と
し
て
は

国
内
最
大
（
６
３
，
７
０
０
席
）
の
ス

タ
ジ
ア
ム
で
す
。

J
リ
ー
グ
随
一
の
熱
狂
度
を
誇
る
浦

和
サ
ポ
ー
タ
ー
の
応
援
は
、
現
地
で
体

感
す
る
と
圧
巻
の
一
言
で
あ
り
、
対
戦

相
手
の
選
手
・
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
強
烈

な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
な
り
ま
す
。
ア

ウ
ェ
イ
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
は
、
こ
の

圧
力
を
跳
ね
返
し
て
一
泡
吹
か
せ
た
い

と
い
っ
た
闘
争
心
が
か
き
た
れ
ら
れ
る

の
も
事
実
で
あ
り
、
勝
利
し
た
時
に
は

達
成
感
で
天
に
も
昇
る
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
一
方
で
、
負
け
た
場
合
は
最
寄

り
駅
（
埼
玉
高
速
鉄
道
・
浦
和
美
園
駅
）

ま
で
の
徒
歩
約
20
分
の
道
の
り
が
大
変

な
苦
痛
と
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
勝
て
ば

天
国
、
負
け
れ
ば
地
獄
で
あ
り
、
勝
ち

負
け
に
対
し
て
「
一
喜
一
憂
」
す
る
に

は
最
高
の
舞
台
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

2
．
サ
ン
プ
ロ　

ア
ル
ウ
ィ
ン

 

（
長
野
県
松
本
市
）

次
に
ご
紹
介
す
る
の
は
松
本
山
雅
F
C

の
本
拠
地
「
ア
ル
ウ
ィ
ン
」
で
す
。
松
本

山
雅
は
、
J
リ
ー
グ
昇
格
を
目
指
し
て
地

域
リ
ー
グ
に
所
属
し
て
い
た
頃
か
ら
熱
狂

的
な
サ
ポ
ー
タ
ー
を
擁
し
、
そ
の
熱
狂
ぶ

り
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
ク
ラ
シ

コ
」
の
題
材
に
も
な
っ
た
ほ
ど
で
す
。

現
地
を
訪
れ
た
際
に
お
す
す
め
し
た

い
の
は
、「
山
雅
ビ
ー
ル
」
と
「
山
賊
焼

き
」
の
組
合
せ
で
す
。
山
雅
ビ
ー
ル
は
、

松
本
山
雅
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
で
あ
る
緑

色
が
特
徴
の
ご
当
地
ビ
ー
ル
で
、
驚
き

の
見
た
目
と
は
裏
腹
に
飲
み
や
す
い

ビ
ー
ル
で
す
。
山
賊
焼
き
は
、
生
姜
や

ニ
ン
ニ
ク
を
き
か
せ
た
醤
油
だ
れ
に
漬

け
た
鶏
も
も
肉
を
揚
げ
て
作
ら
れ
る
、

長
野
県
中
信
地
方
の
郷
土
料
理
で
あ
り
、

山
雅
ビ
ー
ル
と
の
相
性
は
抜
群
で
す
。

も
う
一
つ
特
筆
し
た
い
の
は
、
現
地

の
松
本
サ
ポ
ー
タ
ー
の
温
か
さ
で
す
。

ス
タ
ジ
ア
ム
で
も
、
街
の
居
酒
屋
で
も
、

ア
ウ
ェ
イ
サ
ポ
ー
タ
ー
に
対
す
る
気
遣

い
や
お
も
て
な
し
の
心
に
満
ち
あ
ふ
れ

て
お
り
、
私
自
身
も
現
地
を
訪
れ
る
た

び
に
感
銘
を
受
け
て
い
ま
す
。
素
敵
な

「
一
期
一
会
」
が
待
っ
て
い
る
、
お
す

す
め
の
街
・
ス
タ
ジ
ア
ム
で
す
。

3
．
I
A
I
ス
タ
ジ
ア
ム
日
本
平

 

（
静
岡
市
清
水
区
）

日
本
有
数
の
サ
ッ
カ
ー
ど
こ
ろ
と
し

て
知
ら
れ
る
静
岡
の
名
門
ク
ラ
ブ
、
清

水
エ
ス
パ
ル
ス
の
本
拠
地
で
す
。

こ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
魅
力
は
、
グ
ル

メ
の
充
実
ぶ
り
で
す
。
B
級
グ
ル
メ
の

代
名
詞
と
も
い
え
る
富
士
宮
焼
き
そ
ば

や
、
じ
っ
く
り
煮
込
ん
だ
角
煮
を
盛
り

込
ん
だ
角
煮
丼
な
ど
、人
気
の
メ
ニ
ュ
ー

が
目
白
押
し
で
す
。
天
気
が
良
け
れ
ば
、

富
士
山
を
眺
め
な
が
ら
グ
ル
メ
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
、ま
さ
に
最
高
の
シ
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

静
岡
と
い
う
土
地
柄
、
現
地
サ
ポ
ー

タ
ー
の
サ
ッ
カ
ー
に
対
す
る
目
も
肥
え
て

い
る
の
も
特
徴
で
す
。
富
士
山
の
絶
景
を

バ
ッ
ク
に
、
グ
ル
メ
を
味
わ
い
な
が
ら
現

地
サ
ポ
ー
タ
ー
と
密
度
の
濃
い
サ
ッ
カ
ー

談
議
に
花
を
咲
か
せ
る
。
サ
ッ
カ
ー
大
好

き
な
人
に
は
う
っ
て
つ
け
の「
一
期
一
会
」

が
体
験
で
き
る
ス
タ
ジ
ア
ム
で
す
。

4
．
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
吹
田

 

（
大
阪
府
吹
田
市
）

最
後
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、
わ
が
愛
す
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が
少
し
克
服
で
き
ま
し
た
。
虫
を
好
ん

で
食
べ
る
魚
を
狙
う
場
合
や
、
小
魚
が

多
く
エ
ビ
だ
と
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
て
し

ま
う
場
合
は
、
生
き
た
虫
を
エ
サ
に
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
初
は
触
る
こ

と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
虫
も
、
今
で
は

素
手
で
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
普
段
あ
ま
り
関
わ
り
が

な
か
っ
た
方
と
も
一
緒
に
釣
り
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
、
人
間
関
係

も
広
ま
り
ま
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
良
い

こ
と
づ
く
し
で
す
。
唯
一
の
欠
点
と
い

え
ば
、
い
つ
の
間
に
か
道
具
が
増
え
て

部
屋
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
く
ら
い
で

し
ょ
う
か
。・
・
・
こ
れ
は
個
人
的
に

は
切
実
な
問
題
で
す
が
。

次
な
る
目
標
は
、
大
き
い
魚
を
釣
る

こ
と
。
今
ま
で
の
最
高
は
4
0
c
m
く

ら
い
の
鯛
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す

が
、
記
録
を
更
新
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
や
っ
ぱ
り
食
べ
て
お
い
し
い
魚

が
い
い
で
す
ね
。
生
き
た
ア
ジ
を
泳
が

せ
て
ハ
マ
チ
や
ブ
リ
を
釣
り
た
い
で

す
。
今
ま
で
は
四
国
内
で
し
か
釣
り
を

し
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
が
、
ち
ょ
っ

と
遠
征
を
し
て
、
日
本
海
で
も
釣
り
を

し
て
み
た
い
で
す
ね
。

四
国
で
就
職
す
る
こ
と
を
決
め
た
学

生
時
代
、「
四
国
は
田
舎
で
遊
び
に
行

く
と
こ
ろ
も
な
さ
そ
う
だ
し
、
何
を
し

て
過
ご
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
。
四
国

で
の
生
活
に
す
ぐ
に
飽
き
て
し
ま
い
そ

う
」
と
心
配
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
杞

憂
に
終
わ
り
ま
し
た
。
住
み
や
す
く
、

を
釣
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
釣
り
方

と
違
っ
て
、
餌
を
つ
け
な
い
の
で
、
お

手
軽
で
す
が
、
生
き
た
エ
サ
の
よ
う
に

見
せ
て
魚
を
騙
さ
な
き
ゃ
い
け
な
い
の

と
、
魚
が
疑
似
餌
を
く
わ
え
た
瞬
間
に

ア
ワ
セ
な
け
れ
ば
「
こ
れ
は
エ
サ
じ
ゃ

な
い
っ
」
と
感
じ
て
、
魚
が
す
ぐ
に
吐

き
出
し
て
し
ま
う
の
で
、
餌
釣
り
よ
り

も
さ
ら
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
テ
ク
ニ
ッ
ク

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
手
、
指
先
、
全

て
に
全
神
経
を
注
い
で
・
・
・
・
・
そ
う
、

こ
れ
は
最
近
流
行
り
の
鬼
滅
の
刃
で
言

う
と
こ
ろ
の
〝
全
集
中
の
呼
吸
〞。
魚

と
の
真
剣
勝
負
。
そ
し
て
、ピ
ク
ピ
ク
ッ

と
な
っ
た
瞬
間
に
竿
を
ス
パ
ン
と
合
わ

せ
る
と
、
手
応
え
あ
り
！
20
セ
ン
チ
ぐ

ら
い
の
大
き
さ
で
し
た
が
ア
ジ
が
掛

か
っ
て
い
ま
す
。「
釣
れ
た
」
と
い
う

よ
り
は
「
釣
っ
た
」
と
い
う
気
分
。
嬉

し
さ
も
ひ
と
し
お
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、

釣
り
は
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
奥
が
深
く
、

ま
た
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
知
識
も
腕
も
身

に
つ
い
て
い
く
の
で
、
す
っ
か
り
魅
了

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

釣
り
を
通
じ
て
成
長
し
た
こ
と
も
あ

る
ん
で
す
よ
。
ま
ず
は
料
理
。
釣
り
を

す
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
魚
を
捌
い
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は
三
枚

お
ろ
し
も
お
手
の
も
の
。
刺
身
、
塩
焼

き
、
煮
つ
け
、
フ
ラ
イ
、
天
ぷ
ら
は
手

慣
れ
た
も
の
で
す
。
オ
イ
ル
サ
ー
デ
ィ

ン
や
ア
ク
ア
パ
ッ
ツ
ァ
を
作
っ
た
こ
と

も
。
随
分
と
手
際
よ
く
調
理
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
虫
嫌
い

い
ま
す
。
防
波
堤
か
ら
だ
と
満
潮
前
後

が
ね
ら
い
目
！
さ
ら
に
は
季
節
に
よ
っ

て
水
温
が
変
化
す
る
の
で
釣
れ
る
魚
も

全
然
違
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
場
所
に
よ
っ

て
も
釣
り
方
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
。

話
し
は
戻
り
ま
す
が
、
最
初
は
堤
防

で
サ
ビ
キ
釣
り
を
し
て
い
た
の
で
す

が
、
そ
の
後
、
筏
で
釣
り
を
し
よ
う
と

誘
わ
れ
て
、
鳴
門
の
釣
り
筏
に
行
き
ま

し
た
。
船
に
乗
っ
て
海
の
上
に
浮
か
べ

て
い
る
筏
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
の

で
す
が
、
意
外
に
立
派
で
揺
れ
な
い
し
、

ア
ジ
・
イ
ワ
シ
・
サ
バ
・
サ
ヨ
リ
・
キ
ス
・

カ
ワ
ハ
ギ
・
チ
ヌ
・
鯛
・
な
ど
に
加
え
、

私
は
釣
っ
て
な
い
で
す
が
、
ヒ
ラ
メ
・

ハ
マ
チ
が
釣
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る

ら
し
い
で
す
。
そ
こ
で
特
に
楽
し
か
っ

た
釣
り
方
は
ダ
ン
ゴ
釣
り
。
エ
サ
に
な

る
エ
ビ
を
針
に
つ
け
て
、
そ
の
周
り
を

ダ
ン
ゴ
と
呼
ば
れ
る
赤
土
の
よ
う
な
も

の
で
お
に
ぎ
り
の
よ
う
に
握
り
固
め
て

海
に
落
と
す
釣
り
方
で
す
。
海
底
近
く

の
チ
ヌ
や
鯛
が
い
る
と
こ
ろ
ま
で
エ
サ
を

守
っ
て
、
ダ
ン
ゴ
が
崩
れ
た
時
に
、
魚
が

エ
サ
を
つ
つ
い
た
り
、
く
わ
え
た
り
す
る

と
竿
の
先
が
ク
イ
ッ
と
下
が
り
ま
す
。
竿

先
が
下
が
っ
た
瞬
間
を
見
極
め
て
、
素
早

く
竿
を
動
か
す
こ
と
で
魚
の
口
に
針
を
掛

け
る
ア
ワ
セ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
少
し
も
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。

他
に
も
い
ろ
ん
な
釣
り
方
が
あ
る
の

で
す
が
、
最
近
楽
し
か
っ
た
の
が
ア
ジ

ン
グ
と
い
う
疑
似
餌
を
使
っ
た
釣
り
。

初
め
て
ワ
ー
ム
と
い
う
疑
似
餌
で
ア
ジ

加
わ
っ
た
の
が
「
釣
り
」。
最
初
に
誘

わ
れ
た
時
に
は
「
き
っ
と
、海
に
向
か
っ

て
糸
を
垂
ら
し
て
、
の
ん
び
り
魚
が
釣

れ
る
の
を
待
つ
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
。
暇
そ

う
だ
け
ど
楽
し
い
の
か
な
？
」
な
ん
て

思
い
つ
つ
、
軽
い
お
付
き
合
い
の
つ
も

り
で
行
っ
た
の
で
す
が
、
全
然
イ
メ
ー

ジ
と
違
っ
て
び
っ
く
り
。
釣
り
っ
て
忙

し
い
ん
で
す
ね
。

最
初
に
教
え
て
も
ら
っ
た
の
が
サ
ビ

キ
釣
り
。
針
に
キ
ラ
キ
ラ
し
た
疑
似
餌

が
い
く
つ
も
つ
い
て
い
て
、
そ
の
下
に

カ
ゴ
が
つ
い
て
い
ま
す
。
カ
ゴ
の
中
に
、

エ
サ
に
な
る
と
い
う
小
さ
い
エ
ビ
？
ア

ミ
エ
ビ
を
入
れ
て
、
海
に
投
入
。
竿
を

動
か
す
と
カ
ゴ
か
ら
エ
サ
が
出
て
き

て
、
魚
が
間
違
え
て
疑
似
餌
を
食
べ
る

ら
し
い
。・
・
・
・
・
本
当
に
釣
れ
る
の
？

そ
う
思
い
な
が
ら
も
、
竿
を
上
下
に
動

か
し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
す
ぐ
に
手

に
振
動
が
！
リ
ー
ル
を
回
し
て
、
仕
掛

け
を
あ
げ
て
み
る
と
、
魚
が
つ
い
て
い

ま
し
た
。
小
さ
い
ア
ジ
で
す
！
楽
し
ー

い
！
こ
の
手
の
感
覚
っ
て
、
な
ん
と
も

言
え
な
い
の
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
中
毒

に
な
り
ま
す
よ
。

や
っ
て
み
て
わ
か
っ
た
の
が
、釣
り
っ

て
奥
深
い
と
い
う
こ
と
。
1
日
の
中
で

も
釣
れ
る
時
間
帯
と
釣
れ
な
い
時
間
帯

が
あ
っ
て
、
昼
間
は
釣
れ
に
く
く
て
日

の
出
と
日
没
前
後
が
良
く
釣
れ
る
ら
し

く
、こ
れ
を「
朝
ま
ず
め
」「
夕
ま
ず
め
」っ

て
言
う
こ
と
。
同
じ
時
間
帯
で
も
日
に

よ
っ
て
潮
汐
が
変
わ
る
の
で
釣
果
も
違

自
然
に
も
た
く
さ
ん
触
れ
る
こ
と
が
で

き
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
。
今
で

は
そ
ん
な
四
国
で
の
生
活
を
大
満
喫
し

て
い
ま
す
。
や
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と

は
何
で
も
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
強
く
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
趣

味
が
ど
ん
ど
ん
増
え
、
休
日
も
忙
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
私
も
あ
と

少
し
で
30
歳
。「
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
着
い

た
ら
？
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
そ

う
で
す
が
、
年
齢
を
重
ね
て
体
は
徐
々

に
老
い
て
い
っ
た
と
し
て
も
、
い
つ
ま

で
も
色
ん
な
こ
と
に
好
奇
心
を
抱
き
、

気
持
ち
だ
け
は
若
く
い
続
け
た
い
も
の

で
す
。
今
後
は
、
キ
ャ
ン
プ
や
D
I
Y

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
生
涯
を
終
え
る
と
き
に
、

心
残
り
な
く
人
生
満
喫
し
た
、
と
思
え

る
よ
う
な
生
き
方
を
し
た
い
も
の
で
す
。

魚
釣
り
の
す
す
め

大
野　

宜
則

 

（
平
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寄
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れ
ば
な
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
餌
と
し
て
い
る

魚
は
基
本
的
に
潮
上
に
顔
を
向
け
て
餌

が
流
れ
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
る
た

め
、
潮
流
に
逆
ら
っ
て
仕
掛
け
を
引
い

て
く
る
と
、
魚
は
全
く
反
応
し
な
い
。

こ
の
場
合
、
潮
上
に
向
か
っ
て
仕
掛
け

を
投
入
し
、
流
れ
に
乗
せ
て
流
し
て
い

る
だ
け
で
、
釣
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、

同
じ
魚
で
も
日
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
を
餌
と
し
て
い
る
時
と
小
魚
を
餌

に
し
て
い
る
時
で
、
ル
ア
ー
を
動
か
す

ス
ピ
ー
ド
や
重
さ
を
変
え
る
だ
け
釣
果

が
全
く
異
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
日
の

状
況
と
対
象
と
す
る
魚
か
ら
一
つ
の
仮

定
を
た
て
、
試
し
て
み
る
。
釣
れ
な
け

れ
ば
、
ま
た
違
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
と

い
っ
た
具
合
で
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、

そ
の
日
の
ヒ
ッ
ト
パ
タ
ー
ン
を
探
っ
て

い
く
、
そ
ん
な
戦
略
性
に
富
ん
だ
と
こ

ろ
が
、
ル
ア
ー
釣
り
の
魅
力
と
言
え
ま

す
。
そ
し
て
予
想
が
見
事
に
的
中
し
、

釣
果
に
結
び
付
い
た
時
、
何
と
も
言
え

な
い
満
足
感
が
得
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
予
想
が
外
れ
て
、
全
く
釣
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
・
・
・
。

ル
ア
ー
に
は
、
重
さ
1
g
を
切
る
も

の
か
ら
１
０
０
g
近
い
も
の
ま
で
あ

り
、
重
た
い
ル
ア
ー
は
１
０
０
m
近
く

ま
で
遠
投
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
海
岸

か
ら
約
１
０
０
m
ま
で
の
海
底
か
ら
表

層
の
広
大
な
範
囲
が
対
象
エ
リ
ア
と
な

り
得
ま
す
。
こ
の
た
め
、
足
元
に
い
る

小
魚
か
ら
ブ
リ
や
シ
イ
ラ
等
の
大
型
回

買
っ
た
仕
掛
け
で
初
の
ル
ア
ー
釣
り
に

挑
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ル
ア
ー
を
投

げ
て
は
回
収
す
る
こ
と
数
時
間
、
こ
ん

な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
金
属
の
塊
に
針
が

つ
い
た
物
で
本
当
に
魚
が
釣
れ
る
の
か

と
心
が
折
れ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
日
は

終
了
。
初
釣
行
は
見
事
に
坊
主
に
終
わ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
ル
ア
ー
に
対
す
る
疑
念
を

抱
い
た
ま
ま
、
餌
釣
り
の
合
間
に
ル

ア
ー
釣
り
を
行
う
こ
と
約
1
ヶ
月
、
そ

の
日
は
や
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
日
は

イ
ワ
シ
の
回
遊
が
あ
り
、
水
面
が
ざ
わ

つ
い
て
い
た
た
め
、
イ
ワ
シ
の
群
れ
の

中
に
ル
ア
ー
を
通
す
と
、
1
m
を
超
え

る
太
刀
魚
を
立
て
続
け
に
3
匹
釣
り
あ

げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
日
を

境
に
ル
ア
ー
に
対
す
る
疑
念
は
消
え
去

り
、
餌
釣
り
か
ら
完
全
に
ル
ア
ー
釣
り

に
シ
フ
ト
し
ま
し
た
。

ル
ア
ー
釣
り
を
す
る
な
か
で
分
か
っ

た
、
ま
ず
理
解
し
お
か
な
い
と
い
け
な

い
こ
と
、
そ
れ
は
、
本
物
の
餌
を
使
用

し
な
い
こ
と
か
ら
、
寄
せ
て
食
わ
せ
る

釣
り
で
は
な
く
、
魚
が
い
そ
う
な
場
所

を
見
極
め
、
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
釣
り
で
あ
る
と
い
う
事
で
す
。
こ
の

た
め
、
潮
汐
、
潮
流
、
風
向
き
、
海
底

の
地
形
等
々
か
ら
、
そ
の
日
、
魚
が
集

ま
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
場
所
を
推
測
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
物
の

エ
サ
で
な
い
こ
と
か
ら
、
対
象
と
す
る

魚
の
食
性
を
理
解
し
、
普
段
食
べ
て
い

る
エ
サ
に
あ
わ
せ
た
操
作
を
行
わ
な
け

僚
に
振
舞
っ
て
く
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
あ
る
日
、
上
司
に
お
願
い
し
て
、

自
分
も
魚
釣
り
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
教
え

て
い
た
だ
い
た
釣
り
は
、
サ
ビ
キ
仕
掛

け
と
い
っ
て
、
仕
掛
け
の
カ
ゴ
に
ア
ミ

エ
ビ
を
つ
め
、
釣
竿
を
し
ゃ
く
る
（
さ

び
く
）
こ
と
で
、
カ
ゴ
か
ら
ア
ミ
エ
ビ

を
放
出
し
、
魚
を
寄
せ
て
釣
る
方
法
で

す
。
よ
く
堤
防
な
ど
で
家
族
連
れ
が
楽

し
ん
で
い
る
釣
り
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ

の
仕
掛
け
に
な
り
ま
す
。
私
も
し
ば
ら

く
は
、
サ
ビ
キ
仕
掛
け
を
中
心
に
釣
り

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
餌
と
な
る
ア

ミ
エ
ビ
が
大
き
な
冷
凍
の
ブ
ロ
ッ
ク
で

売
ら
れ
て
い
る
た
め
、
1
回
の
釣
り
に

使
用
す
る
餌
の
量
が
ど
う
し
て
も
多
く

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
頻
繁
に
釣
り

に
行
く
と
冷
蔵
庫
の
中
が
魚
で
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
て
し
ま
い
、
消
費
に
困
る
事

態
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
気
軽
に

行
け
て
、
必
要
な
量
釣
れ
た
ら
自
分
の

好
き
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
サ
ッ
と
帰
る
、

そ
ん
な
釣
り
が
で
き
た
ら
よ
い
の
に
と

の
思
い
か
ら
、
次
第
に
ル
ア
ー
釣
り
に

興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
ル
ア
ー
釣
り
を
始
め
る
に
も
、

当
時
、
職
場
で
は
ル
ア
ー
釣
り
を
す
る

同
僚
は
お
ら
ず
、
ま
た
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

も
な
い
時
代
で
し
た
の
で
、
本
土
に

渡
っ
た
際
に
、
釣
具
屋
や
本
屋
を
巡
っ

て
延
々
と
情
報
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
少
な
い
知
識
を
も
と
に
、
と

り
あ
え
ず
釣
り
具
屋
に
進
め
ら
れ
て

の
た
め
密
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
、
マ

ス
ク
を
着
け
た
ま
ま
で
楽
し
め
る
魚
釣

り
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
安
心
し
て
楽
し

め
る
数
少
な
い
娯
楽
の
一
つ
と
言
え
る

と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
魚
釣
り
と
い

う
と
餌
を
使
用
し
た
釣
り
を
想
像
さ
れ

る
方
が
ほ
と
ん
ど
と
思
い
ま
す
が
、
今

回
紹
介
す
る
の
は
、
ル
ア
ー
を
使
用
し

た
釣
り
で
す
。
釣
り
を
始
め
た
当
初
は

私
も
餌
釣
り
ば
か
り
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
気
づ
け
ば
、
ル
ア
ー
釣
り
に
ど
っ

ぷ
り
ハ
マ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
回
、

私
が
魚
釣
り
に
興
味
を
持
ち
、
ル
ア
ー

釣
り
に
ハ
マ
っ
て
い
く
ま
で
の
話
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
ル
ア
ー
釣
り
の
魅
力

を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
魚
釣
り
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
17
年
前
の
社
会
人
1
年

目
に
ま
で
遡
り
ま
す
。
私
は
、
大
学
院

を
卒
業
後
、
地
元
の
中
国
地
方
に
お
い

て
就
職
い
た
し
ま
し
た
。
最
初
の
赴
任

先
は
、
ま
さ
か
の
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ

離
島
で
し
た
。
島
内
に
あ
る
娯
楽
設
備

と
い
え
ば
、
パ
チ
ン
コ
屋
が
2
軒
あ
る

の
み
で
、
島
内
に
あ
る
唯
一
の
コ
ン
ビ

ニ
は
19
時
に
閉
店
、
本
土
に
渡
る
に
も

往
復
5
，
０
０
０
円
以
上
の
船
賃
が
か

か
る
と
い
っ
た
環
境
で
し
た
。
四
方
を

海
に
囲
ま
れ
、
お
金
の
な
い
時
間
を
持

て
余
し
た
20
代
前
半
の
若
者
が
、
魚
釣

り
に
興
味
を
持
つ
の
は
、
時
間
の
問
題

と
言
え
ま
し
た
。
当
時
職
場
の
上
司
が

よ
く
魚
を
釣
り
に
行
っ
て
は
、
度
々

釣
っ
た
魚
を
刺
身
に
し
て
、
職
場
の
同

筆
し
て
い
ま
す
。
丁
度
1
年
程
前
、
私
の
恩

師
で
あ
る
大
引
得
弘
先
生
が
瑞
宝
中
綬
章

を
受
章
し
た
と
の
知
ら
せ
が
届
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
引
先
生
と
縁
の
あ
る
人
達
で
集

い
、
祝
賀
会
を
開
く
こ
と
と
な
り
、
約
15
年

ぶ
り
に
お
目
に
か
か
れ
る
の
を
大
変
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
拡
大

に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
中
止
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
直
接
お
祝
い
を

申
し
上
げ
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
遅
れ

ば
せ
な
が
ら
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
祝
い
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
冒
頭
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
コ

ロ
ナ
の
第
三
波
が
到
来
し
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
状
態
に
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
雰
囲

気
を
見
事
に
打
ち
砕
い
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
、
コ
ロ

ナ
に
終
わ
っ
た
1
年
で
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
来
年
も
コ
ロ
ナ
は
ま
だ
ま
だ
収

ま
る
気
配
は
な
く
、
我
慢
の
1
年
が
続

き
そ
う
で
す
。
た
だ
、
こ
こ
で
腐
る
の

で
は
な
く
、
幕
末
の
志
士
高
杉
晋
作
の

詠
ん
だ
句
「
面
白
き
こ
と
も
な
き
世
を

面
白
く
」
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

出
来
る
こ
と
を
探
し
、
人
生
を
面
白
く

生
き
る
こ
と
が
大
事
と
考
え
ま
す
。
そ

こ
で
今
回
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
1

年
間
を
通
じ
て
楽
し
め
る
私
の
趣
味
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
寄
稿
を

読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
が
興
味
を
持

ち
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
る
一
助
に
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

紹
介
し
た
い
私
の
趣
味
、
そ
れ
は
魚

釣
り
で
す
。
一
人
で
も
楽
し
め
、
屋
外
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ら
れ
ま
し
た
。
講
演
後
は
現
地
お
よ
び

w
e
b
会
議
の
参
加
者
か
ら
多
数
の
質

問
が
寄
せ
ら
れ
、
予
定
時
間
の
30
分
間

を
超
え
る
活
発
な
質
疑
応
答
の
後
に
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

﹇
報
告
﹈　

会
計
幹
事　

佐
々
木　

純

 

（
平
14
年
卒
）

（
R
O
A
）、
自
己
資
本
登
記
純
利
益
率

（
R
O
E
）
の
推
移
な
ど
詳
細
な
数
値

デ
ー
タ
か
ら
考
察
さ
れ
る
日
本
国
民
の

預
貯
金
運
用
や
経
営
に
潜
む
課
題
に
つ

い
て
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

数
値
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
前
か
ら
業

態
（
都
市
銀
行
、
信
託
銀
行
、
地
方
銀
行
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
等
）
に
よ
っ
て
大
き
な
差

異
が
存
在
し
続
け
て
お
り
、
官
製
銀
行
で

は
運
用
利
益
率
に
大
き
な
課
題
が
あ
る
こ

と
を
定
量
的
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
都
市
銀
行
に
つ
い
て
は
日
本

の
G
D
P
が
増
え
な
い
中
で
総
資
産
を

増
や
す
た
め
に
海
外
戦
略
を
重
視
し
て

お
り
、
そ
の
成
否
で
業
績
に
差
が
つ
い

て
い
る
こ
と
を
解
説
い
た
だ
き
ま
し

た
。
地
方
銀
行
に
つ
い
て
は
、
総
資
産

と
経
常
利
益
や
営
業
経
費
率
の
相
関
関

係
な
ど
か
ら
、
総
資
産
が
一
定
規
模
に

な
ら
な
い
と
効
率
的
な
運
用
が
で
き

ず
、
再
編
に
よ
る
最
適
化
が
課
題
で
あ

る
こ
と
を
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
、
農
協
・
農
林
中
央
金
庫
に

つ
い
て
は
決
算
書
を
紐
解
く
こ
と
で
、

運
用
先
に
外
国
投
信
を
始
め
と
す
る
高

コ
ス
ト
調
達
・
ハ
イ
リ
ス
ク
運
用
が
多

い
こ
と
、
配
当
性
向
が
極
端
に
高
く
業

務
効
率
化
に
投
資
で
き
て
い
な
い
こ
と

が
課
題
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向

け
て
は
特
殊
法
を
撤
廃
し
、
官
・
民
の

金
融
機
関
を
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ

の
条
件
で
自
由
に
競
争
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
、
と
述
べ
て
講
演
を
終
え

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
完
全
民
営
化
〜
」
と

題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

例
年
は
集
合
形
式
で
の
講
演
会
及
び

懇
親
会
を
学
士
会
館
で
実
施
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
者
発
生
が
全
国
で
続

い
て
い
る
た
め
、
今
年
は
学
士
会
館
で

の
聴
講
者
数
を
大
幅
に
縮
小
し
、

M
i
c
r
o
s
o
f
t
社
T
e
a
m
s

に
よ
る
w
e
b
会
議
を
併
用
す
る
方
式

に
て
運
営
し
ま
し
た
。
講
演
会
当
日
は

現
地
で
9
名
、
w
e
b
会
議
で
30
名
、
合

計
39
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宇
野
様
は
１
９
６
６
年
に
京
都
大
学

経
済
学
部
を
卒
業
後
、
住
友
銀
行
に
入

行
し
、
同
行
取
締
役
を
経
て
三
井
住
友

カ
ー
ド
副
社
長
、
S
M
B
C
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
長
、
日
本
郵
政
（
株
）
執

行
役
員
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
常
務
執
行
役

を
歴
任
し
、
２
０
０
９
年
よ
り
京
都
大

学
経
済
学
研
究
科
特
任
教
授
に
就
任
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
学
で
は
現
在
の
日
本

の
金
融
機
関
の
課
題
、
そ
の
解
決
策
、

あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
講
義
を
さ
れ
て

お
り
、
今
回
の
1
時
間
の
講
演
で
は
金

融
機
関
の
課
題
に
つ
い
て
概
要
を
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
冒
頭
で
は
産
学
官
の
全
て
の
立
場

で
金
融
業
界
を
ご
経
験
さ
れ
た
中
で
感
じ

た
、「
若
い
う
ち
か
ら
産
学
官
を
経
験
す

る
人
材
」
及
び
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
の

重
要
性
に
つ
い
て
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。

次
に
、
日
本
の
金
融
機
関
の
総
資
産
、

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、
経
常
利
益
率

遊
魚
ま
で
、
様
々
な
魚
種
を
狙
え
る
こ

と
も
ル
ア
ー
釣
り
の
魅
力
と
言
え
ま
す
。

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
ま
で
、長
々

と
ル
ア
ー
釣
り
に
つ
い
て
語
っ
て
き
ま

し
た
が
、
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。
釣
っ
て
楽
し

い
、
食
べ
て
美
味
し
い
、
家
族
に
も
喜

ば
れ
る
魚
釣
り
、
こ
の
機
会
に
一
度
試

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

東
京
支
部

令
和
2
年
度 

秋
の
講
演
会

実
施
報
告

令
和
2
年
11
月
19
日
（
木
）
に
秋
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
京
都
大
学
経
済
研
究
科
特
任

教
授
の
宇
野
輝
様
よ
り
「
日
本
の
金
融

機
関
の
諸
課
題
を
探
る
〜
地
銀
再
編
と

支
部
だ
よ
り

訃　

報
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以
上
の
方
々
が
ご
逝
去
な
さ
い
ま
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

現地会場

Teams会議 宇野特任教授


